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犯罪事実どは無関係な情報が

一般市民の量刑判断に及ぼす影響
一公正世界観からの検討一

綿村英一郎 1)

百leEffect of Improper Information 

on the Ordinary Citizen' s Determination 

of Punishment: From the Aspect of 

Just World Theory 

Eiichiro WATAMURA 

TI1is stlldy verified the hypothesis that the ordinary citizens' 

perception of a・'justworld" influences their sentencing deci 

sions. In a crime scenario wherein the events on the olfende， 
were maniplllated， 173 participants determined the 0昨ender's

sentence刊eresults revealed that the more negatively the events 

were seen， the more lenient was the sentence， and vice versa 

Negative events on 0汀enderssatisfy the sense of a "just world，" 

while positive events damage it fllrther， TIle correlation between 

the events prosperity and the sentence sllpported thc hypothesis 
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問題

刑事裁判の被告人に対し， 一般市民は応報的に刑unを決
める (Carlsmith，2006)。応報的正義は，犯iJ11の重大性とiii

mの重さを均衡させ，両者を相殺するという考え方であ
る。それゆえ，一般市民の量刑は傷害致傷よりも致死のほ

うが重く，同じ傷害致死ならば殺害方法が残忍であるほど

重い。 応~的正義の理論的背景には世界は公正であり，

惑い行いには必然的にネガティブな経験が伴う. という公

正世界観がある (Callan，Ellard， & Nocol， 2006)。つまり，犯

罪は公正世界慨を損なうため，被告人への刑罰を通じてそ

の回復が試みられる。しかし，公正世界1iJ'Iの回復どいう目

的性からすれば，応報的正義に基づく量刑判断は手段の一

つにすぎーない。それゆえ，公正世界慨を回復させる惰線

は，犯罪事実ピは関係がなくても一般市民の品川を軽くす

る。綿村 ・分部 ・常岡 ・高野 (2009)の実験では，訟JFPI'II断

の判断材料に犯罪事実とは関係がない情報をまざれこま

せ，その|人l容を参加者間で操作した。実験の結果， 被告

人の母$J!が交通事iIO<に遭った"のように，被告人にとって

ネガティブな出来事に関する情報を与えられた参加者は，

~I:I立的な出来事に IMIする情報を与えられた参加者よりも量

刑を総くした。応報的正義だけに基っく判断であれば，両

条件の:[i}J~J は同じになるはずである 。 どちらの出来事につ

いての情報も応報的正義の認知には影響しないからであ
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短報

る。しかし.公正世界観からみれば， ~I:I立的な出来事は公

正世界1iJ'1 に m~~~ しない一方，ネガティフな出来事は回復さ

せる。それゆえ，ネガティフ条件では量刑がil産くなったと

考えられる。反対に・宝くじに当たった'のように，被告

人にとってポジティブな出来事はiii刑を重 くする (r~íl村他，

2009)。この場合，ネガティブな経験を受けるべき被告人

がポジティブな経験をしており，公正世界観が一l晋損なわ

れるため，重い虫ffiJによって回復が試みられたと説明でき

る。以 tのどおり， 一般市民の訟刑判断は公正I.!!界観の認

知に影響する情報によって影響を受ける。本研究は，この

知l見そより1'i'ifiX(こli在かめるため，次の仮説を検却した。

仮説 公正世界観の認知|に対する影響が強い情報ほど，

一般市民のiJi刑判断に強く影響する。具体的には，被告人

にとってネガティブ皮が強い出来事に関する情報は，ネガ

ティフぬ度が~~1い出来事に関する情報よりも i.lffi J を 1尽くする 。

逆に，ポジティブ度の強い出来事に関する情報は.ポジ

ティフ l良が弱い出来事に関する情報よりもおr~Jを置くする 。

方法

参加者 本研究の参加者は，公正世界初に敏感である必

要がある。公正世界慨に対しては，若い人ほと敏感ピいわ

れているものの (Oppenheimer，2006)，小中学生など社会的

知識が未拠な年齢では本研究の課題を迎解で3ない可能性

が高L、。そこで本研究では，大学生を 173名(女性 128

名，男性 45名，M，g， = 19，5， SD=4.0)を参加者とした。実

験前に，参加者には口頭と文書で実験目的を説明し任意参

加lの同意を得た。

実験材料 架空の殺人未遂事件に|期する記事(約 800

話)を質問紙I:I~で呈示した。 殺人未遂事件は，裁判員裁判

の対象事件の典型である。ただし，本物の事件では，知っ

ているか否かで判断が変わる可能性があるため，本研究で

は架空の事件を用いた。参加者は事件の記事を読み， 被

告人に懲役刑を与えるピしたら何年が適当か"という|日jい

に対し，5~20 ~1三 までの純四討をあらわす数直線上に 1:11 を

つけて回答した。

実験計画 記事の最後で，被告人が経験した出来事に関

する情蝦(約 100語)を呈示した。情報は，出来事の性質

により 57JdWが参加者間で、操作された。一つめは.被告人

の家肢が交通事故で死亡したという内容で， ~I' 'i，t:，'にネガ
ティブな出来事であった (N+条件)。二つめはネガティブ

性が弱く，出ff.婚した妻から慰謝料が請求されたどいう出来

事であった (N一条{斗)。三つめは，仕事を休暇したという

1:1:1立的な出来事であった(中立条件)。四つめは，株で金を

filfrけたというややポジティブな出来事であった(1'一条件)。

五つめは，女tlピ高級ホテノレのスイー卜 Jレームに長期間宿

泊したという内容で，男性の被告人にとっては~I" ，l日にポジ

2) 実際の日本の刑法に基づく 。下限の 5年は殺人 (未

遂)罪の法定刑の F限であり，上限の 20年は有期懲
役印lのt限である。
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ティブな出来事であった(P+条千|ー)。大学生4名(全員男

性)を対象に行った事前調査では， N+条件は公正|立WM.t

を最も回復し，p十は最も損なうと評定された。したがっ

て， 刑期は N+，N-， "1:1立，pー，p+の11頂にJlIJ矧が長く

なると予測される。なお，これらの出来事は納村他 (2009)

ピ同様，犯罪事実ピは関係がないように記述した 九

結果

回答不備および回答方法に誤解があった者のデータ 10，

目的を察して意図的に判断を変えたと答えた者のデータ

23を|徐き，残る 140のデータを分析対象とした。

出来事に対する評定 (操作チェック) J~ J期の判断の後，

出来事を参加者に評定させた。具体的には 一般的に幸せ

あるいは不幸せか¥“自分の身に起こったら幸せあるいは

不幸せか"の 2項目を， 1 (非常に不幸せ)から 7(非常に

さt~せ)までの 7 件法で回答させた。二つの評定値には高い

正の相関があったため (r=.89)，平均を算出した。その結

果， N+=1.4， N-=2ム 中立=2.0，P一=4.4，P+ =3.9 

となった。ANOVAの結果， P+およびPーの評定値は仙の

3条件のいずれに対しても有意に高かったが (ps<.OOI)，

それ以外に有意差は見られなかった。したがって， 予iJIIJピ

同じにはならなかったものの，少なくピも P+およびP

ど他の 3条件|潤には違いがある ことだけはlifIift'eできた。

懲役刑の刑期 各条件の懲役刑の平均値を Figure1に示

す。 I'I~立を除けば， 予測のどおり N+から P+へと段階的

に刑期が長くなっていた。N+は9.81'1三ピ最も短<，N 

は 10.8年， pーは 10.9年 1設も長い P十では 12.0年であっ

た。全条件のJflJJ年lについて ANOVAを行ったと ころ，有意

傾向が示された (F(4，135)=2.36， p=.06)。多重比較の結果，

中立ピP+聞に有意差があり (p<.OI)，中立ピ p-I閉， N+ 

ピP+聞には有意傾向があった (ps=.06)。

考察

本研究では，公正世界的1の認知に影響する情報が一般市

民の量刑判断に影響するピいう知見を精微に確かめるた

め，被告人が経験した出来事の性質を操作した。その結

果，非常にネガティブな出来事はiltJflIをt隠し非常にポジ

ティブな出来事は重くしており，予iJIIJの一部は5l1:F.1止でき

た。一方で，予illlJどは異なる点も示された。第一に， Nー

の出来事は P に比べてネガティブに評定されていたが，

JfIJ則に違いがなかった。第二に， Nーピ中立附では出来事

の岸l'定がほぼ同じであったが， Nーの刑期のほうが中立よ

りも長かった。したがって，公正世界観の認知はたしかに

i1mWIJ断にかかわってはいるものの，忠実には反映されな

いと考えられる。ただし， 本研究の出来事は犯罪事実ピは

関係がなかったため，はじめから無視されていた可能性が

ある。加えて刑期の基準には個人差もあるため，仮に重い

基準の参加者がN に集まっていたとすれば， NーピPー

3) 20名の大学生を対象に調査を行い，出来事と犯罪事

実との関係性を評定させ，両者に関係性がほとんど

ないこどを/i(Iift'Z，した。
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Figure 1 被告人が経験した出来事と量刑判断

エラーバーは楳準誤差を示す。

にJliHgl差がなくな り，同H寺に Nーのほうが中立よりも刑期

が長くなってしまうであろう。予測IJピ異なる点の第三は，

出来事の操作である。出来事の操作は事前調査に基づヨ，

非1常にネカティブから非常にポジティブまでの 5段1¥協が

あったが， Nーと中立問，P ピP+間では逆に評定されて

いた。これには，参加者の考え方がかかわっていた可能性

がある。たとえば，1'1:)立の"被告人は休職していた"は，

就1fi誌を控える参加者には，ネガティブに受け取られたかも

しれない。また，参加者全員が男性であった事前調査に対

し， 7 j引が女性であった本研究では株で儲けた という

P の出来事のほうが 凶女性ピ高級ホテルに宿泊 した"と

いう P+よりもポジティフピ感じられたかもしれない。

しかし，出来事の評定値を説明変数とする回帰分析で

は，ネガティフピ評定されるほど懲役刑は短<，ポジティ

ブピ評定されるほど長くなっており(戸=.19，p=.04)，仮説

が支持されていた。また，本研究の出来事は犯罪事実ピは

|羽係がなく，応報的正義の認知lには影響しない。それにも

かかわらず量刑判断に影響した ことから，一般市民のiE刑

判断には公正世界慨を回復させよ うピする心理!がた しかに

はたらいているピ考えられる。

本研究はfJj!実の裁判に対しても示唆的である。裁判には

法廷|人lの証拠に基づ‘いて判断するという原則があるが，本

研究では犯罪事実どは|関係のない情報が量刑判断に影響し

ていた。このこどは，メディアなど法廷外の託拠が公正世

界観の認まIぽ経て裁判員裁判の量刑に影響する危険性を意

味している。今後はこうした現実的な側而についても検討

する必要がある。
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